
　

被
爆
し
た
聖
人
像
は
、

広
島
市
内
を
見
下
ろ
す
広

島
市
西
区
三
滝
町
の
通
称

「
聖ひ

じ
り

ヶが

丘お
か

」
に
あ
っ
た
。

昭
和
１２
年
、
大
阪
で
鋳
造

業
を
営
む
篤
信
な
門
徒
・

広
瀬
精
一
さ
ん
が
土
地
を

求
め
て
建
立
。
像
を
中
心

に
休
憩
所
や
礼
拝
所
が
設

け
ら
れ
、
講
師
を
招
い
て

法
話
会
が
開
か
れ
て
い

た
。

　

戦
時
中
の
金
属
供
出
も

住
民
の
強
い
反
対
に
よ
っ

て
免
れ
た
が
、
昭
和
２０
年

８
月
６
日
、
広
島
に
投
下

さ
れ
た
原
爆
に
よ
っ
て
、

爆
心
地
か
ら
２
・
５
㌔
に

建
っ
て
い
た
聖
人
像
は
、

熱
線
を
真
正
面
か
ら
浴
び

た
。

　

昭
和
３０
年
、
広
瀬
さ
ん

の
発
意
に
よ
り
、
米
国
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
へ
贈

ら
れ
た
。
当
時
、
仏
教
会

主
管
を
務
め
て
い
た
関
法

善
さ
ん
に
宛
て
た
手
紙
に

は
「
被
爆
の
証
人
で
あ
る

親
鸞
聖
人
像
を
国
連
の
あ

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
安
置

す
る
こ
と
こ
そ
、
聖
人
の

平
和
へ
の
願
い
を
全
世
界

に
訴
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ

を
世
界
に
訴
え
た
い
」
と

綴
ら
れ
て
い
る
。

　

法
要
に
は
仏
教
会
の
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
日
系

像
は
、
２
０
０
１

年
９
月
１１
日
、
同

時
多
発
テ
ロ
事
件

で
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
が
倒
壊
す
る

の
を
こ
の
場
所
で

目
の
当
た
り
に
さ

れ
た
。
父
と
広
瀬

さ
ん
の
平
和
へ
の

思
い
を
次
代
へ
伝

え
る
べ
く
、
真
の

世
界
平
和
と
核
兵

器
廃
絶
を
聖
人
像

と
共
に
訴
え
て
い

き
た
い
」と
話
す
。

博
物
館
館
長
や
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
議
、
地
域
住
民
な

ど
宗
教
を
超
え
て
１
０
０

人
が
参
列
（
同
左
）
。
北

法
要
営
み
、非
戦
・
平
和
の
決
意
新
た
に

米
開
教
区
の
梅
津
広
道
開

教
総
長
や
池
田
ア
ー
ル
駐

在
開
教
使
ら
が
中
心
と
な

っ
て
法
要
を
営
ん
だ
。

　

梅
津
開
教
総
長
は
「
一

方
的
な
『
平
和
』
を
主
張

し
過
ぎ
る
こ
と
が
対
立
を

生
み
、
時
と
し
て
戦
争
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
社
会
の
中

で
、
非
戦
・
平
和
を
訴
え
、

兵ひ
ょ
う

戈が

無む

用よ
う

の
仏
教
の
教
え

を
い
か
に
広
め
て
い
く
の

か
、
難
し
い
こ
と
だ
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
」
と
話

し
た
。
式
典
後
、
仏
教
会

で
記
念
式
典
を
行
い
、
ミ

チ
エ
・
タ
ケ
ウ
チ
さ
ん
が

自
ら
の
被
爆
体
験
談
を
語

っ
た
。

　

記
念
法
要
の
準
備
を
進

め
て
き
た
関
さ
ん
の
娘
・

関
法ほ

真し

奈な

さ
ん
は
「
原
爆

投
下
を
間
近
で
見
た
親
鸞

仏
　  

教
　  

会

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

「ノーモアヒロシマを世界に訴えたい」

親鸞聖人被爆像 寄贈から６０年
　

「
被
爆
の
証
人
で
あ
る
親
鸞
聖
人
像
を
国
連
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
。
ノ
ー

モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
を
世
界
に
訴
え
た
い
」と
、広
島
で
被
爆
し
た
親
鸞
聖
人
銅
像（
写

真
右
）
が
１
９
５
５
年
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
に
寄
贈
さ
れ
、
今
年
で
６０

年
を
迎
え
た
。
寄
贈
日
の
９
月
１１
日
に
銅
像
前
で
記
念
法
要
が
営
ま
れ
た
。


